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研究主題 初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話す力を伸ばす英語科学習指導

―段階的に考えなどを視覚化する学習活動の工夫を通して―

茨城県鉾田市立大洋中学校 教諭 吾妻 俊昭

研究の概要及び索引語

英語科において，生徒が自分の考えなどを話すことができることは重要で

ある。本研究では，グラフィック・オーガナイザーを活用して，段階的に考

えなどを視覚化する学習活動の工夫を通して，初歩的な英語を用いて自分の

考えなどを話す力を伸ばす英語科学習指導について究明する。

索引語： 自分の考えなど，グラフィック・オーガナイザー，段階的，視覚

化

１ 主題設定の理由

(1) 中学校学習指導要領解説外国語編から

中学校学習指導要領解説外国語編（平成20年９月）では，英語の目標に，

「初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるようにする。」

と示されている。

指導計画の作成上の配慮事項オでは，「語，連語及び慣用表現については，

運用度の高いものを用い，活用することを通して定着を図るようにするこ

と。」と示されている。

これらのことから，与えられた語句や文を繰り返すことができるだけでな

く，自分の考えなどを話すことができることが大切である。自分の経験や考

えなどを表現する場面や状況を設定し，生徒が使いたい語彙を自ら選択して

適切に活用できるように繰り返し指導することが大切であると考える。

(2) 生徒の実態

「私の好きなもの」という

話題で，２分間，３人グルー

プでの自由な会話を実施した。

表１の結果から, 話す考えな

どが浮かばない，適切に質問

や応答ができない，会話を続

けることができない生徒が多いことが分かった。

(3) 研究の方向性

初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるよう，語彙を覚

える過程を重視し，段階を踏んだ学習活動を行う。

Learning Vocabulary in Another Language FOR ENGLISH TEACHER の中で，

表１ 英語で話すことの実態調査
（平成25.７.16実施 大洋中学校第１学年１組26人）

分 析 項 目 ある ない

１ 自分の考えなどがある。 ９人 17人

２ 質問や応答ができ，適切である。 ７人 19人

３ 会話の中に沈黙がある。 21人 ５人
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Paul Nation は語彙を覚える過程を，気づきの段階，想起の段階，創造的／

生成的な語彙の使用の段階としている。

これら３つの段階において，気づきの段階を引き出し広げる，想起の段階

を整理する，創造的／生成的な語彙の使用の段階を深めるとする。

また，それぞれの学習活動で自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，

深めることができるようにするため，グラフィック・オーガナイザーを活用

する。グラフィック・オーガナイザーとは，概念図の総称である。情報や概

念の関連性，思考過程などを図式化したもので，理解を深めたり，思い出し

たり，意見を引き出したりするために用いられる視覚的援助である。

以上のことから，それぞれの段階において，グラフィック・オーガナイザ

ーを活用して，段階的に考えなどを視覚化する学習活動を工夫することで，

初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話す力を伸ばすことができるのでは

ないかと考え，本主題を設定した。

２ 研究のねらい

中学校第１学年の生徒に対して，グラフィック・オーガナイザーを活用して

段階的に考えなどを視覚化する学習活動を工夫することで，初歩的な英語を用

いて自分の考えなどを話す力を伸ばす英語科学習指導を究明する。

３ 研究の仮説

中学校第１学年の生徒に対して，グラフィック・オーガナイザーを活用して

段階的に考えなどを視覚化する学習活動を工夫すれば，初歩的な英語を用いて

自分の考えなどを話す力を伸ばすことができるであろう。

４ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

ア 自分の考えなどを話す力について

中学校学習指導要領解説外国語編に示されていることを踏まえ，初歩的

な英語を用いて自分の考えなどを話す力を，思考過程と英語で話す技能か

らとらえた。

思考過程では，「自分の考えなどを引き出し広げることができる。広げ

た考えなどを整理することができる。自分と友達の考えなどを比べながら

考えなどを深めることができる。」ととらえた。

英語で話す技能については，「話題にふさわしい情報を付け加えながら

自分の考えや理由を伝えることができる。話題にふさわしい質問や応答が

でき適切である。つなぎ言葉や相づちをうつ表現などを用いることができ

る。」ととらえた。

イ 段階的に考えなどを視覚化することについて

研究の方向性で述べたように，３つの段階において，段階的に自分の考

えなどを視覚化する学習活動を取り入れる。視覚化とは，簡単な図を用い
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て考えなどを視覚的に描き出すことである。

英語で自分の考えなどを十分に話すことができない生徒に対しては，話題

に関する情報や概念の関連性，思考過程を図式化することで，頭の中にある

考えなどをまとめ，英語で自分の考えなどを話しやすくできると考える。

そうすることで，自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，深めること

ができ，自分の考えなどを話

す力を伸ばす有効な手立ての

一つになりえると考えた。

以上のことから，本研究で

目指す生徒の姿を表２のよう

にとらえた。

(2) 主題に迫るために

ア 生徒の実態から

(ｱ) 事前の実態調査

「私の趣味」という話題

で，２分間，３人グループで

の自由な会話を実施した。

表３の実態調査の結果か

ら，自分の考えや理由などを伝えることや適切に質問や応答することがで

きていないことが課題となった。また，つなぎ言葉や相づちをうつ表現な

どを活用しながら，会話を円滑に続けることができていないことも課題と

なった。

(ｲ) 抽出生徒の英文

資料１は，英語で話すことの実態調査を踏まえ，生徒が実際に書いた英

文を分析したものである。語数や英文の数に応じて分類した中から，抽出

生徒３人を代表的な例として示したものである。

資料１ 抽出生徒の回答 （※英文は生徒が書いたものを記載している。）

抽出
英 文 分 析

生徒

Hi, My name is Runa. ① 趣味について，自分の考えと理由があ

① My hobby is music. り，情報を付け加えることもできた。

Ａ It's interseting. さらに，自分と友達の考えなどを比べ

My favorite song is Go for it. ながら，新しい考えや情報などを加える

I have 9 CDs. ことで，自分の考えなどを深めたい。

Hi I'm Yuki. ① 自分の考えと理由を書くことができ,情

Ｂ ① My favorite hobby is game. 報も付け加えられている。さらに，自分

I have ten games. の考えなどを広げ，整理することで，伝

It is fan and difficalt. える内容を豊かにしたい。

I'm Runa. ① 自分の考えと理由などを引き出し，広

Ｃ ① I like basketball. It is good. げることが十分でない。

表２ 目指す生徒の姿

○ 自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，深め

ることができる。

○ 適切な語彙や表現を活用しながら，自分の考えな

どを正しく伝えることができる。

表３ 英語で話すことの実態調査

（平成25.9.5実施 大洋中学校第１学年１組26人）

話題 MY hobby（私の趣味）

分 析 項 目 ある ない

１ 自分の考えや理由などを伝えることができる 10人 16人

２ 質問や応答ができ，適切である。 7人 19人

３ つなぎ言葉や相づちをうつ表現などがある。 2人 24人
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イ 自分の考えなどを話す力を伸ばす手立てについて

グラフィック・オーガナイザー（以下，G.O.と表す）を活用して，段階的

に考えなどを視覚化する学習活動を表４に示す。

表４ 段階的に考えなどを視覚化する学習活動

学習活動 考えなどを視覚化するねらい 手立て（使用するG.O.）
補助的

な支援

気づきの段階 ・自分の考えと情報をグループ分けしな Brainstorming Web 学習形態

広げる Step １ がら，自分の考えなどを引き出し広げ 個人から

ることができるようにする。 グループ

想起の段階 ・自分の考えや情報を順序立てながら理 Fishbone モ デ ル 文

Step ２ 由と根拠に分類して，自分の考えなど 辞書の活

整理する を整理することができるようにする。 用

・整理した考えなどについて，ふさわし Brainstorming Web モ デ ル 文

Step ３ い語彙や表現を活用しながら英文を書 Fishbone を 再 度 活 用 学習形態

き，話すことができるようにする。 する。 グループ

使用の段階 ・グループ会話の後，自分と友達の考え T-Chart 相互評価

Step ４ などを比べながら，分かったことや知 用紙の活

深める りたいことを書くことができるようにする。 用

・相手の考えなどを知り，新たな考えや Chain Diagram 自己評価

Step ５ 情報を整理し，自分の考えなどを深め 用紙の活

ることができるようにする。 用

段階的に考えなどを視覚化する学習活動以外にも，初歩的な英語を用いて自

分の考えなどを話す力を伸ばすために，それぞれの段階で，学習形態の工夫，

モデル文の提示，評価用紙の活用などの補助的な支援をする。

ウ ルーブリック（評価指標）を用いた評価について

ルーブリックとは，学習目標との関係において求められる達成事項の質的な

内容を文章表現したもので，生徒の学習の達成レベルを評価するときに使用さ

れる評価指標となる。

グループでの自由な会話では，話される内容に幅があるので，指導と評価の

指針としてルーブリックを用いることにする。目指す生徒の姿を踏まえ，指導

者側でルーブリックを作成し，話す技能の到達度評価と思考過程の到達度評価

をする。

(ｱ) 話す技能のルーブリック

資料２では，英語で話す技能のルーブリックを示した。適切な語彙や表現

を活用しながら，自分の考えなどを正しく伝えることを目標として，横軸に

は学習の実現状況の度合いを示す各段階のレベルを，縦軸にはそれぞれのレ

ベルにみられる学習の質的な特徴を示した記述語を配した。

(ｲ) 思考過程のルーブリック

資料３では，段階的に考えなどを視覚化する学習活動における思考過程の

ルーブリックを示した。自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，深める

ことを目標として，資料２と同様に横軸には各段階のレベルを，縦軸には学
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習の質的な特徴を示した記述語を配した。

資料２ 話す技能のルーブリック

資料３ 思考過程のルーブリック



- 6 -

(3) 授業実践（与えられた話題について，２分間グループで自由な会話を行う。）

ア 学習目標

・自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，深めることができる。

・適切な語彙や表現を活用し，自分の考えなどを正しく伝えることができる。

イ 学習計画（９時間扱い）

次 時 話題 学習活動

１次 第１時 趣味 ・事前調査（一斉）

第２時 ・G.O.を活用した授業に関するガイダンス（一斉）

・自分の考えなどを引き出し，広げ，整理する学習（グループ）

第３時 ・モデル文を使い，文構造を理解する学習（一斉）

第４時 家族 ・辞書の使い方の学習（一斉）

・整理した考えなどについての英文を書く学習（グループ）

２次 第５時 ・つなぎ言葉や相づちをうつ表現などの使い方を理解する学習（一斉）

・３人で会話をする学習（グループ）

第６時 ・自分の考えなどを深める学習（グループ）

第７時 ・自分の考えなどを引き出し，広げ，整理し，英文を書く学習（個人）

友達

第８時 ・３人で会話をし，自分の考えなどを深める学習（グループ）

・学習のまとめ（一斉）

３次 第９時 趣味 ・事後調査（一斉）

ウ 第７，８時（2nd challenge）を抜粋した学習計画

３つ の 段階的な
考 えな どを視覚

教師の主な働きかけと評価（※）時
学習活動

化 す る学 習活動の

目標（一斉：Ｔ，グル

ープ：Ｇ，個人： I）

○ G.O.の使い方 ・ 黒板に４種類の G.O.を提示することで，段階

を 確認 できる。 的な学習活動での G.O.の活用の仕方を確認でき

（Ｔ,５分） るようにする。

○ テー マについ ・ 考えなどが思い浮かばない生徒や考えなどを引

て ，自 分の考え き出し，広げられない生徒には，自由な発想で浮

な どを 広げるこ かんだ考えなどを G.O.（Brainstorming Web）にメ

とができる。 モするように助言する。

（ I，３分） ・ 学習形態を個人からグループにすることで，さ

（G，２分） らに考えなどを広げられるようにする。

第

７ ○ 自分 の考えな ・ 考えなどを整理して，英文を書きやすくするた

時 ど を， 理由と根 めに，G.O.（ Fishbone）を活用し，理由とその

拠 に分 け整理す 根拠に分けることができるようにする。

ることができる。 ・ 話題に関する語彙リストを提示して，語彙を参

(I，10分) 考にして英文を書くことができるようにする

・ モデル文や辞書を活用することで，自分の考え

などについての英文を書くことできるようにする。

○ 自分 の考えな ・ G.O.（Brainstorming Web），（Fishbone）を活

ど を伝 えること 用して，伝えたい内容を再考できるようにする。

ができる ・ 語彙リストやモデル文を参考にして，自分の使

(I，３分) いたい語彙や表現を適切に活用しながら，英語で

(G，２分) 話すことができるようにする。

広げる

Step1

整理する

Step2（書く）

2nd challenge

1st challenge

整理する

Step3（話す）
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○ グル ープでの ・ 適切な語彙や表現を活用しながら自分の考えな

会 話の 後，相互 どを正しく伝えることができたのか，友達同士で

評 価を すること 確認できるようにする。さらに，会話を続けるた

ができる。 めの改善点を考え記述できるようにする。

（G，10分） （相互評価用紙）

・ G.O.（T-Chart）を活用することで，グループ

第 会話で友達について分かったことや，さらに知り

８ たいことを書くことができるようにする。

時

○ 自分 の考えな ・ G.O.（Chain Diagrams）を活用することで，

ど を深 め，伝え 新たな考えや情報を整理し，自分の考えなどを深

る 内容 を豊かに め，英文を書き加えることができるようにする。

す るこ とができ ・ 英語で話すことについてのチェック項目を示し

る。 （ I，10分） 適切な語彙や表現を活用しながら，自分の考えな

○ 自分 の考えな どを正しく伝えることができたのか確認できるよ

ど を書 き加えた うにする。 （自己評価用紙）

後 ，自 己評価を ・ G.O.の活用についてのチェック項目を示し，

す るこ とができ 自分の考えなどを引き出し広げ，整理し，深める

る。 （ I，５分） ことができたのか確認できるようにする。

（自己評価用紙）

※ 話題について，自分の考えなどを引き出し広げ，

整理し，深めることで，伝える内容を豊かにする

ことができたか。 （４種類のG.O. ワークシート）

(4) 授業の分析と考察

ア 初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話す力を伸ばす活動から

抽出生徒１人（中位レベル）の段階的に考えなどを視覚化する学習活動に

活用した G.O.，生徒が書いた語彙や英文，相互評価用紙，自己評価用紙か

ら抜粋したものを使い，生徒の変容を分析し考察したものである。

学習 1st challenge 2nd challenge

活動 (第２～６時のグループ活動） (第７～８時の個人活動)

広
げ
る

・ 家族を話題にして，自分の考えなどを引 ・ 友達を話題にして，３人の友達，部
き出し広げることができ，２人の弟のこと 活動，クラスなどのことについて，自
について自分の考えや情報をなどを書くこ 分の考えを引き出し広げることができ
とができた。 た。

・ 学習形態を個人からグループにしたこと ・ 学習形態をグループにしたことで，
で，小学校の先生のことについて新たな情 友達の弟のことや好きな歌手，体育祭
報を付け加えることができた。 のことなど，新たな情報を付け加える

ことができた。

深める

Step5

深める

Step4
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整
理
す
る

・ ２人の弟について４つの項目に分類しな ・ 友達について，自分の考えや情報を
がら，自分の考えなどを整理できたことか 順序立てながら，理由と根拠に分類し，
ら，自分の考えなどを英文で書きやすくな 自分の考えなどを整理することができ
ったことが分かる。 た。

・ 自分の弟のことについて，自分の使いた ・ 自分の考えなどを整理し，２人の友
い語彙や表現を活用して英文を書くことが 達のことについての英文を書くことで
できた。 きた。

・ 話題にふさわしい運用度の高い語彙や表 ・ 形容詞などの語彙を活用することで，
現を活用することができていることが生徒 語数や英文の数が増え，表現力を高め
の書いた英文から分かる。 ることができたことが分かる。

深
め
る

・ グループ会話の後，話した内容を振り返 ・ 友達について分かったことやさらに
り，友達の考えなどを知ることができた。 知りたいことについて書くことができ

・ 自分と友達の考えなどを比べ，さらに知 た。
りたいことなどを書き加えることで，自分 ・ 生徒の記述から，会話を続けるため
の考えなどを深めることができた。 には，新たな情報などを付け加えてい

くことが大切であると考えていること
が分かる。
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・ 友達が知りたいことについて，自分の考 ・ 友達の考えを知り，新たに自分の考

えなどを書き加えることができた。 えや情報を関連づけ整理したことで，

・ 自分が使いたい語彙や表現を考え，英文 自分の考えなどを深め，英文で書くこ

を書くことができた。 とができた。

・ 自己評価用紙のチェック項目の回答から ・ 生徒の記述から，英語で言えなかっ

伝える内容を豊かにし，自分の考えなどを た内容を確認できたことが分かる。さ

英語で正しく伝えることができた。これら らに，英語を使って自分の考えなどを

のことから，自分の考えなどを話す力を伸 話したいという意欲が高まっているこ
ばすことができたことが分かる。 とが分かる。

イ ルーブリックを用いた評価から

(ｱ) 話す技能の到達度評価

図１は，３つの項目と総合ス

コアの平均値を，事前と事後で

比較したものである。図１の結

果から，３つの項目について，

スコアの平均値の上昇が見られ

た。

これらのことから，適切な語

彙や表現を活用しながら，自分

の考えなどを正しく伝えることが 図１ 話す技能の到達度評価の比較

0 2 4 6 8 10

自分の考えなどを伝える

質問や応答が適切である

つなぎ言葉などがある

総合スコア

2.3

2.2

1.3

5.8

3.4

3.2

2.7

9.3

話す技能の到達度評価

事前 事後
単位：スコア
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できるようになってきていると考察できる。

(ｲ) 思考過程の到達度評価

図２は，1st challenge と2nd

challenge において G.O.を活用

した思考過程の到達度を比較し

たものである。

図２の結果から，自分の考え

などを引き出し，広げ，整理し

深めることができたことが分か

る。

これらのことから，自分の考 図２ 思考過程の到達度評価の比較

えなどを伝える内容が豊かになり，語彙や表現などを増やすことができたと

考察できる。

ウ 実態調査の事前と事後の比較

(ｱ) 生徒の実態から

表５の結果から，自分

の考えや理由を伝えるこ

とができるようになった

り，適切に質問や応答が

できるようになったりし

たことが分かる。また，

つなぎ言葉や相づちをう

つ表現などを活用して会

話を続けることができるようになったことも分かる。

これらのことから，適切な語彙や表現を活用しながら自分の考えなどを正

しく伝えることができるようになり，自分の考えなどを話す力を伸ばすこと

ができたと考察できる。

図３ 実態の変容②（事前：平成25.9.5 事後：平成25.10.8実施 大洋中学校第１学年１組26人）

図３から，話題について英語で話すことに変容があったことが分かる。考

えなどを引き出し，広げ，整理することができるようになった。また，英文

で自分の考えなどを書くことができるようになった生徒の数が増えたことが

分かる。

表５ 実態の変容①

（事前：平成25.9.5 事後：平成25.10.8実施 大洋中学校

第１学年１組26人）

事前と事後の話題 My hobby（私の趣味）

分 析 項 目 ある ない

１ 自分の考えや理由などを伝えること 事前 10人 16人

ができる。 事後 24人 2人

２ 質問や応答ができ，適切である。 事前 7人 19人

事後 22人 4人

３ つなぎ言葉，相づちをうつ表現など 事前 2人 24人

がある。 事後 15人 11人

0 2 4 6 8 10 12

　広げる

　整理する

　深める

　総合スコア

2.5

2.3

1.8

6.6

3.8

3.3

2.6

9.7

思考過程の到達度評価

1st 2nd
単位：スコア

0 2 4 6 8 10 12

はい

どちらかといえば，はい

どちらかといえば，いいえ

いいえ

3

6

11

6

10

11

5

0

話題について十分に話すことができましたか。

事前 事後
単位：人

0 5 10 15 20

話す内容が思い浮かんだ

話す内容を整理できた

英文で書くことができた

3

2

1

10

10

16

十分に話すことができた理由（複数回答可）

事前 事後
単位：人
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図４ 実態の変容③（事前：平成25.9.5 事後：平成25.10.8実施 大洋中学校第１学年１組26人）

図４からも語数や英文の数が増えたことが分かる。話題について生徒が使

いたい語彙を自ら選択して適切に活用することができるようになったことが

分かる。これらのことから，語彙力や表現力が高まり，自分の考えなどを話

す力を伸ばすことができたと考察できる。

(ｲ) 抽出生徒の実態から

資料４から，事前と事後の抽出生徒の書いた英文を比較し変容をとら

えた。

資料４ 抽出生徒の回答 （※英文は生徒が書いたものを記載している。）

抽出
英 文 分 析

生徒

Hi, My name is Runa. 事前・さらに，自分の考えなどを深め，伝え

My hobby is listening to music. る内容を豊かにしたい。

It's very good.

Ａ ① I like Nishino Kana and Shimizu Syouta. 事後・①，②の英文から，音楽について，自

I like Go for it. 分の考えと情報を整理して，内容的に

It is very good. まとまりの英文を書くことができた。

② I listen to music after dinner. これらのことから，自分の考えどを深

めることができたと考察できる。

Hi, I'm Yuki. 事前・さらに，伝える内容を豊にしたい。

My hobby is reading comic book.

It is very interesting and exciting. 事後・２つのことについて，自分の考えと理

① I have fifty four comic book. 由を述べている。さらに，①，②，③

Ｂ ② I want a new HUNTER×HUNTER comic ④の英文から，伝える内容が豊かにな

book. My hobby is playing soccer. り自分の考えなどを広げ，整理し，深

It is very fan and difficalt. めることができたことが分かる。自分

③ Iplay soccer after school. が使いたい語彙や表現を活用し，英文

④ I have three ball. を書くことができた。

Hi, I'm Runa. 事前・話題について，自分の考えなどを引き

My hobby is basketball. It is fun. 出し，広げることが十分でない。

Ｃ ① My hobby is listening to music.

② It is interesting. 事後・①，②，③の英文から，自分の考えや

③ I listen to music every day. 理由などを引き出し広げることができ

た。

(ｳ) 抽出生徒の感想から

次ページの資料５から，G.O.を活用して，段階的に考えなどを視覚

化する学習活動を工夫したことで，自分の考えなどを引き出し，広げ，

整理し，深めることができるようになり，自分の考えなどを伝えるため

0 5 10 15 20 25 30

語数

正しい語数

14.8

13.2

26.9

25

語数について

事前 事後 単位：語

0 2 4 6 8

文の数

正しい文の数

3.7

3.1

6.3

5.2

文の数について

事前 事後 単位：文
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の語彙力や表現力が高まったことが分かる。

これらのことから，自分の考えなどを話す力を伸ばすことができたと

考察できる。

資料５ 抽出生徒の感想

抽出生徒 感 想

生徒Ａ 自分の話したいことをまとめることができ，会話をするときに役にたちました。

あと書いてから話すと，ただ話したときよりも沈黙が少なくなったと思います。

生徒Ｂ グラフィク・オーガナイザーにまとめたことで，話しやすくなった。単語を調べ

る機会がふえて，わかる単語もふえたので良かった。

生徒Ｃ グラフィック・オーガナイザーを使ったあとに英文を書いたときは，考えを引き

出し広げることができてよかったです。

５ 研究のまとめ

初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話す力を伸ばす英語科学習指導を究

明するために，グラフィック・オーガナイザーを活用して，段階的に考えなど

を視覚化する学習活動を工夫した結果，次のことが明らかになった。

(1) 気づきの段階で brainstorming Web を活用したことは，話題についての考

えや情報を関連づけることができ，自分の考えなどを引き出し，広げる手立

てとして有効であった。

(2) 想起の段階で Brainstorming Web や Fishbone を活用したことは，自分の使

いたい語彙や表現を活用しながら英文を書いたり話したりすることができ，

自分の考えなどを整理する手立てとして有効であった。

(3) 使用の段階で T-Chart や Chain Diagram を活用したことは，自分と相手の

考えなどを比べながら会話の内容を振り返り，新たな考えや情報を書き加え

ることができ，自分の考えなどを深める手立てとして有効であった。

６ 今後の課題

(1) 自分の考えなどを正しく伝えることができるように，話題に変化をもたせ，

自分の考えなどを伝え合う言語活動を充実させることである。

(2) 生徒に運用度の高い語彙や表現などを活用させる場面を意図的に設定し，

繰り返し活用させることで，定着ができるようにすることである。
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補足資料

自分の考えなどを話す力を伸ばすガイドブックを作成し，生徒に配布した。

その中から，生徒が活用したものを一部抜粋したものである。
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